
養鬼川流域の地形

田 中 和 子

○萄 塵鹿盛 の鹿盛

唐癒 半 島 は 地形 拙 こみ る ヒ. 北都 の･L3厳 と, 帝都 の立 藤池 丸 正､山 姥 よ りな

るO岩壁 は県 北で /D ′--〕0〟～, 南朝 で は凍 叡 二高度 をよ し, /♂0 - 3ク,P殊

の丘 鮭 及 び山 地 とな ,)ノ 開府｢か巌 Lでいる ｡養老 叫は この線 な慶庵 半島 の中

東 部 を南東 か ら′化 蕃 Iこ画がって風 丸{ (1る ので山′舷.血 痩地 .台地.皇 室ク

こ,%九 ′東京 動 こ凌 いで い る b 河 口 にはデ ル タ を殖 鹿 して い る , 丸奴 の河 系

は馨 しく地 骨膿 嵐 に 鼻配 され こ暑 ()J地虜 の横 線 L璃 渚方 向 に傾 く単 科廉直)

に鹿.って北膚 に風 路 をとって し､る ｡建 って血綻_慮 ヒ蒼 え られ る o 河谷 は香 し

し､曲風 を克 して居 る がJ この曲乗 心地牽横連_ヒ客鹿 を堵廃が ある ら しい っ(蛇

行 と地 境 との蘭番 ld:他 愛許 に今朝 濁 蜜葵 氏 の節 足 が ある 3 )

曽地底 と〆ieu-(こ窒果 し7:-初 め の頃 ･fi, この亜 風 二屠 味 を療 ち/ 河川 の

考 曲 の東 金 と.川 中/,Y蘇勾亀 ′水 量皐 との閣僚 を萄 べ るっyuリで あ っr=れ

少 しや っ t叔r=結 果 ど ろ-i,そ九 L;の闇 ヒ明藤 な賦廉 が箆 められ な いので 方針

を衆 える奉 に した ｡

--級 に段丘 池 形を詞森 す るLl署 -,⊂はノ段丘 の匠舟 ′オ 比 .段 丘 面 の微 衷 富

力, 面 の鍔′軒寛 一妃腰連 動 ノ ,軋啓 の家 屋 ′ 地 舞 との粥廃 ′地破 虞遵 尊 皇額 べ

る寮 になる わけゼ あるが , 私 は圭 に虹命 と対仏 .及 び地 熱洛漫史 を中心 (-L′

これ らをで き る牌 ,)並 べ る奉に した｡

○段丘監分

戯 生年鼻 (I/4方 及 び ,/,,S )に よる倉磯 を基底 ヒしこ′盈地 での露 夢魔

寮 とノ鹿解 団 ′政 教 釘 を番者 に区倉 を行 っ[:/S輿5一段 の段丘香 に令 け ら九77=_

二九 ら段 丘面 の塵敏 i:商牽 1-L息 二る と′鼻 -,Aび 第 二級立番 故地奥歯 省斉

川の束産 に多 くみられ る 葦 と ′ 段 女鹿慮 助は砂 が 圭 ゼ廟 の寛達 が､よ くな い峯/

及 rjA:､上轡 1級 は ロ-ム をカ＼京､つくいる奉 寒 で ある ｡

牽蒋 )JIの東岸に 段息 衝か 良 く森 され ている の は.番鹿 川 の嵐 静が吸塵 よ り

奴 空目こあっ!=為 と考 え ら来 るっ 又 ′威 儀 の躍藍 が 患 いのは本 鰹歳 が 舞 三乗 及

びt洪蔵 の新 しい 地盤 か し;なる親 .岩鼻 ぼ廉 褒 ′東泉 封 で野)J‖£妙 廉 を盈 威 せ

ぎーハ岩層 が忽 ち鼠 にな ,,こ Lよ うか ェフゼ あるo放 って 童磨二条 )Jtの み な E;が 啓展

の轟河ノ7日よいす＼木立 l:L/後 に廟淡二凪 が縫返∴せず ′谷底 革 労ガ らす ぐt=三帝 ､射 こ

′経って いる o
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o酸度 の東 方も

容 にロ-ム膚 の錦糸 に於 い て対比 を行 ったク 爵 - /顔 二毅丘鹿 は L7- Aが

雄 腐 LtL､j5かL,iロ-ム蜂下 以前 に免 ～ニ艶東 雲来 た建立 で 激 感段 丘 と脅 え ,i

来 る〃

舜-段 丘葡 放ロ -ム層 の下肇 を丁丸善 ロ ー ム と考 え . これ をT 発 奮 衝 (=宵

比 させ産が J これ に鱗 して.患芭 f{の矛 儀が 生 じた oっよ り/ この段 丘 面 が下

束 善香 に兼 暑 する とい ち泰 は ノ 下糸 台地 面 と形 巌 蜂武左同じくす る番 で ある や

経 って台 地商 と韓 しい高度 を鹿 ち. 産 額 =L河鹿 恵断衛 を者 っ 必濠 が ある ク こ

こで 更 に閉園 にな るの は′ 留鹿 と息 蕨 の嵐 (この度 を台地 面 髄 巌 蛍解 の審 弊

感 とす る トである ,

解析 水魔 や . 起 状優 h ら判 断 しこ盤 を狛 ＼こみ る と. 台地 剣に藤達 しだ終

-段丘 衝 は闘厨 の台地 面 よ ()下 位 にある ク鮭 って高度 か らのみ 嵐 届 とノ この

段 丘 衝 は台地 面 よ り新 しい厳 に教 え られ る .又 刺 の考 え方 と LtJ この段 丘

蘭 を事地膚 落巌 葛 藤 の河 沼 の強腰 衝 とする務 え ガ もできるが . この腐 食 にti

JLi地 面 〔巻 線 は塵 底 )刺 に河 )日の嵯腐 頑 が 移点 き九 r=轟 に意るか ら丘 藤 と台

地 の鹿 を毒 っ と轟 に解 さな けれ ば＼額が∃鼠 ら患 い O

邑 マ間庫 は あるが ロ ー ム層 ヒの威儀 に舟 {-菰 下風 書簡 ヒい う奉 に したd

療 二段 金 歯 は′パ ミズ ･ ,ミン ドを武 鑑 好 L-7 -A の痩摩 ゼあ る東 京 /ミミズ と該

なして.素魚野面 に粁払 ませた o

葬 三陸丘席 次で は風 麗 口 一-本 は憩 め られ ダ /- 止 ん 琢′-L 段 丘 であ るが ,務

田段丘蘭 率 下 は沖療 轡 も厚 く各 市 も養 い のゼ 拝承段 丘 ヒ思 わ れ るo舜五 段 立

戯 扶爽 河 )Ilの商銀 氾 温泉 師 鮭格 を凍 ってい る .

o奴,@/凝漫史

占 -A をか ぶ った段 丘が 轟 盆 す る奉か ら ′凍虜庭 には碁 盤 眉 の河谷 は艶 に

#成 され て い た と務 冬 られ る･ そ して蕗静 虹 の亭東京 新 二川 は 終 三条 をき っ

t よ いで いた ,東 岸 の液 域 に嵐 酸 が恵 庭 す る轟から′ 刊 は後 産 よ ()Jb , 東側

を乗 れ t い たが∴ 軍容 され て乳 鹿 の鹿 な 嵐蕗 を取 っ てい る とい ろ車が わ かる｡

そ の後 観 衆温 食 鹿渡 勢 の二 #,と しこの隆起汲 軌 こよ ,)巌 煮 ))‖ま感傾 斜退 勢 を

斥 L J)申ま下刻 を賭場 した .段立番 の私 鹿 か LS隆起 は厨傑 鞘 をも の と憂 えら
礼 /Q, ∩

遠汲灘 には ヂ )i,タ ヒ各 区平野 の鹿 耐虹 まで漁 が､入 ()立 L守 いた壕 は 夷壕 の

食事 か ら鹿 える′そ して デ )レグ の主審 息jq,麗腰 は廃 盤 線束 以 後 で ある ｡
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